
２０２2 年 5 月１０日 

認定看護師会  
みなさんこんにちは、認知症看護認定看護師の持田結香です。認知症をもつ患者さんが、住み慣れた

環境から入院されたことで抱く不安を、少しでも軽減できるよう活動しています。今回はみなさんに役

に立つ情報「認知症ケアパス」についてお伝えします。      

                                     

 

 日本の平均寿命は女性が 87.74 歳、男性が 81.64 歳（2020 年）、それぞれ 9 年連続で延びている

そうです。うれしい反面、高齢になるほど認知症になるかもしれないという心配が増えます。最近では

認知症と診断された時のために備えた生命保険のコマーシャルがテレビで流れ、認知症への意識の高ま

りやその時に備えたいというニーズがあることがわかります。では私たちは自分や家族、身近な方が認

知症になったときどうしたらよいでしょうか？そんな時、たよりになるのが「認知症ケアパス」です。 

  

 

 

 

 

 

 富士市の認知症ケアパス～認知症の症状とケアの流れ～は、『認知症の人と家族のみちしるべ』とい

うパンフレット（富士市役所高齢者支援課、富士市の地域包括支援センターで配付）のなかにあり、イ

ンターネットでも見ることができます。（https://www.city.fuji.shizuoka.jp/kenkou/c0505/fmervo000001l3ch.html） パ

ンフレットには、「認知症かな？」と思ったらチェックしてみるページもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんや家族、身近な方が困っているとき、ケアパスがあることをまず思い出してください。 

No.138 

認知症看護認定看護師：持田結香（PHS：3934） 

認知症ケアパスとは「認知症の人の状態に応じた適切なサービス提供の流れ」をまとめたもので

す。認知症の人やその家族が「いつ」「どこで」「どのような」医療や介護サービスが受けられる

のか、認知症の様態に応じたサービス提供の流れを地域ごとにまとめた「認知症ケアパス」を各

市町村で作成しています。（厚生省認知症施策より ） 
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